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dx/dt=-( kl 十 k 2 0 y) ・ d
y/dt= (k1 +k2 0 Y)OX-k3 ・ y












ノンの還元反応を行なわせ，この還元反応におよぼす C 0 60 'y線照射の影響を調べようとした。 その
結果，照射線量の増加とともに還元力が増大することを見出した。
一方，還元過程に生じるテトラメチノレパラベンゾセミキノンラジカルの ESRスベクトルをとった。

















本論文は C 060 γ 線照射グルコースによるテトラメチノレパラベンゾキノンの還元反応を磁気的
方法によって研究したもので，緒論，本論五章および，総括よりなってし、る。
緒論においては，著者の試作した高感度の磁気天秤ならびに E S R (電子スピン共鳴吸収装置) , 














この還元反応の過程において生ずるセミキノンラジカルを ESR によって測定し， セミキノンラジ
カルではベンゼン核についている 4 つのメチル基の 1 2 個の水素が不対電子に関して，すべて等価
な構造であると述べている。
第三章では，前章の実験結果を考察するため γ 線照射，未照射のグルコースからのオサゾンの生








シアセトンの水溶液中の挙動を NMR を用いて追求している。また， これと平行して水溶液中の
水素イオン濃度，および， 分子量の経時変化を測定している。その結果， 水溶液中ではジオキシア
セトンの単量体分子と二量体分子との聞に平衡が存在し， 水溶液中での単量体のエノール型とケト
型との平衡時の存在比は 5 : 1 '"' 6 : 1 で， この時の水素イオン指数は常に， ほぼ 3 である
と述べている。






中間生成物の構造を ESR によって推定したo さらに， γ 線照射を行なったグルコースの還元力
の増大の原因を NMR その他によって詳細に追求し，その原因と機構を解明した。とくにジオキシ
アセトン単量体単結晶をはじめてつくっている。
このように本論文は，放射線化学ならびに磁気化学の発展に貢献するところが大きいので，博士論
文として価値あるものと認める。
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